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オーガナイザー

EURAXESS

所属研究機関の国際プロファイルを上げるため、URAには何ができるか？国際共同研究

や研究者交流の可能性を最大に広げるための知識が必要と思われます。又、その知識や
常識をうまく研究者や学生に伝えることも大事だと思われます。 過去の大会でのセッション

の経験を振り替えて、今回のセッションは実際のプロジェクトに参加した日本の研究者の
経験フィードバックを提供します：

・国際博士課程プログラムMSCA・ITNプロジェクトGEM-STONES（早稲田大学）・国際研究者
交流プログラムMSCA・RISEプロジェクトJENNIFER＆JENNIFER2（高エネルギー加速器研究機
構）・国際共同研究プログラムH2020プロジェクトVISION（東京大学）

開催日時・会場 ９月３日（火曜日） １０：３０－１２：００ 新Ｃ4０３（4階）

ホライズン2020プログラムを用いた
日欧共同研究プロジェクト：ケーススタディー

０８年仏ＥＮＳＰＧ（現ＰＨＥＬＭＡ）と京大で材料工学修士。１１年仏原子力
庁・電子情報技術研究所で博士取得。京大でポスドク後、在日仏大使館
科学技術部、１４年から欧州委員会プロジェクトEURAXESSの日本室長
（coordinator)、１８年から日本＆韓国室長。
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講演者

Gediminas Ramanauskas：
Delegation of the EU to Japan
Head & First Counsellor,
Science, Innovation, Digital, and Other EU Policies Section

リトアニア出身。2007年に欧州委員会でのキャリアがスタート。2007年から
2009年まで、事務総局の業務改革推進を担当する部署に勤務。2009年、
環境総局に移り、「気候変動」分野での国際交渉を担い、EUの行動を監視
する部署に所属。2012年、研究・イノベーション総局国際協力局にて、イス
ラエル・東方パートナー諸国・黒海地域・アフリカ・ロシア・中央および南アジ
ア地域との科学技術協力分野における、EU政策の策定・実施・監視を担う
仕事に携わる。 2018年9月より現職。
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１９７８年慶應義塾大学工学部卒業。 精密機器メーカに勤務し欧州を中心
に海外事業に従事。２０１６年より日欧産業協力センターの科学・技術・イノ
ベーションマネージャーに就任。あわせて、ホライゾン２０２０の日本におけ
るナショナルコンタクトポイントに任命され、大学、国立研究所、及び企業の
研究者達の欧州との科学技術分野における共同研究の橋渡し業務に従事。

講演者

大学院時代からつくば市にある高エネルギー加速器研究機構に設置されて
いる大型の電子・陽電子衝突型加速器を用いて物質の究極の構成要素で
ある素粒子を実験的に解明する研究を行ってきている。特に、物質と反物
質とで違う物理現象を見つけ出すことによって、素粒子物理学の標準理論
を超える理論の構築に向けてのヒントを得ようとしている。また、実験に用い
られるガス放射線検出器の専門家でもある。

頁

Tom Kuczynski： Delegation of the EU to Japan
S&T Advisor,
Science, Innovation, Digital, and Other EU Policies Section 

ポーランド出身。経済学博士（広島修道大学）。2006年より2012年まで在日
ポーランド大使館一等書記官として科学、工学、イノベーション、エネルギー、
気候変動問題を担当。2012年から駐日ＥＵ代表部にて科学技術部のアドバ
イザーとして日ＥＵ間での連携研究を担当している。

鈴木真二：東京大学
未来ビジョン研究センター 特任教授

1979年、東京大学修士課程修了後、（株）豊田中央研究所を経て、1986年
に工学博士取得後、東京大学助教授。1996年より工学系研究科航空宇宙
工学専攻教授よなり、2019年同職を定年退職後、東京大学未来ビジョン研
究センター特任教授。専門は、航空工学。現在、ICAS（国際航空科学連盟）
会長。

宇野 彰二：高エネルギー加速器研究機構
素粒子原子核研究所 副所長・教授

山田 尚道：日欧産業協力センター
Horizon2020 ナショナルコンタクトポイント
室長
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